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pH CEC 吉7,b': .i'q芸 cao MgO K ∫- 手嶋
2CNX)イr12月 434 57 98 234 99 109 368 t;5
2001年3J1 479 51 45 314 70 ()9 168 63
2α)3年5月
627 8.9 158 429 211 327 315 111
BTO処理区
203年5H















































午 処理区 果実産 額俊 酸度 糖酸比
(gl (aBri芙) (0/a)
2001
BTO処押区 119±27 133±10 079±0.08 168
対月1日束 117±25 135±09 0.83±008 163
BTO処糊Ix. 67±17 134±08 064±011 209
対照rズ 9g±26 141±11 069±013 204
BTO処押区 143±33 94±10 111±013 85
対矧ヌ 100±23 90±1.0 103±0.09 87
ウンシュウミカンでは,一般的に糖度11度になる
と味がよくなると言われている｡糖度も高ければよ
いというものでなく,うまみの限界点は14度前後と
言われている｡糖度は11度から14度の間がうまみを
感じる数倍のようである｡本島農場のウンシュウミ
カンは,2003年は,天候や栽培管理の影響で糖定が
9度前後であったものの,2001,2002年は,糖度が
13-14度と糖度の高い果実が収穫できた｡糖酸比で
考えると,ウンシュウミカンでは糖酸比11-15のも
のが品質優良とされている (熊代,2000)｡本島農
場のウンシュウミカンは,いずれもこの範囲外であ
った｡栽培管理技術を向上させ,安定した品質の果
実を毎年得ることができるようにならないと研究圃
場として利用するのは難しいかもしれない｡
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